
次回は 9 月 11 日（金）です。秋にも解散・総選挙の可能性があり、
大規模に成功させましょう。 

少人数学級 
学費半額を 

「宮本プラン」で懇談 

衆院候補先頭に「ＰＣＲ抜本拡充を」 
７日に行われた近畿いっせい宣伝は猛暑の中、衆院比

例・小選挙区予定候補を先頭に399カ所で14.6%の党

支部・後援会、1666人、262地方議員が参加し、2

万869枚のビラを配布しました。新型コロナ感染が急

拡大している下、「感染震源地を明確にし、網羅的なPCR

検査を」などと訴え、「窓から手を振ってくれる人がいた。

コロナで関心が高まっているのでは」（兵庫但馬地区・八

鹿支部）などの反応がありました。 

清水ただし衆院議員（比例・大阪4区重複）は朝夕に４

区地域の３カ所で訴え。集団で登校する小学生に「まだ学

校あんの？」と声をかけ、すかさず「国会は夏休みをとっている場合じゃない」として、すぐに臨時国

会を開き、新型コロナへの対策を議論することが急務だと訴え。世界各国で広がる消費税減税にふれ、

「経済対策というなら、消費税をただちに５％に」と力説しました。こむら潤比例・兵庫８区候補はJR

尼崎駅前で「子どもたちの学びと育ちを保障するため少人数学級をプレゼントしてコロナ危機を乗り越

えよう」と訴え。ちさか拓晃・京都2区候補は京都市左京区で新自由主義の下での医療・福祉・教育の

貧困を告発し「命を守る政治に」。奈良1区の谷川和広候補は感染拡大防止への決意を述べ、通勤の人か

ら頑張れの声援が飛びました。同２区の宮本次郎候補はJR法隆寺駅前で「感染防止のため国会を開け」

と訴えると、高校生らが手を振ってくれました。 

 大学教授・学生団体と 
宮本たけし前衆院議員（近畿比例・大阪

5区重複）は、衆院議員として最初に担

当した文部科学委員の経験を生かして作成した「ポストコロナに子どもと学生

に希望を届ける宮本プラン」（7月15日発表）に基づく懇談を行っています。

プランは、小中高校生に20人程度の少人数学級をプレゼントする、専門学校・大学・大学院に至るまで授業料

を半額に引き下げるなどの内容。5地域の二つの大学を訪問、近畿全域で訪問・懇談を進めることにしています。 

 7日には福井雅英滋賀県立大教授を近江八幡市に訪ねました。福井氏は「非常にタイミングのいい、今ものす

ごく大事なことを言っている。これが本当に運動になっていかないと」と実現への期待をのべました。 

宮本氏はこの日、京都の学生でつくる「京都教育無償化プロジェク

ト・FREE京都」とも京都市中京区で懇談しました（写真）。FREEは

コロナ危機のもとで4月から活動。4月から学生実態調査を行い２６．

７％が退学・休学を検討という深刻な内容です。宮本氏は「2009年

に民主党政権は漸進的無償化の留保撤回をしたが8年経っても遅々と

して進んでいない。学生の皆さんと一緒に変えていきたい」とあいさつ。 

懇談で学生からは、オンライン授業について慣れていない先生が多く

途中で切れて帰ってこないなどの状況が出され、教員も学生の声を聞きたいという人もあるので、FREEで声を

集めて先生に届けたいなどの発言がありました。 

 政府が打ち出した「学生支援級金制度」については、1割の学

生しか受けられないことに加え、申請の要件が厳しすぎて諦めた

という声もありました。宮本氏は「国や自治体の支援策はもっと

学生に寄り添ったものにすべき」と述べました。 
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大阪市蒲生4丁目駅前で訴える清水さん 
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